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事例発表

妊娠期から子育て期まで切れ目ない支援を目指して
～精神保健福祉士と連携した妊産婦のメンタルヘルス支援～

稲敷市保健福祉部健康増進課

母子保健担当 根本 季代子

１ 稲敷市の概要

♦ 人口 ３９,１２７人 ◆ 保健師 １２人

１５歳未満人口 ３,４０４人（ ８.７％） 内訳：健康増進課 7人

６５歳以上人口 １４,５１６人（３７.１％） 高齢福祉課（包括）3人

（令和２年１０月１日現在） 認定こども園 2人

♦ 出生数 １６５人（令和元年度） ◆ 精神保健福祉士 3人

◆ 合計特殊出生率 １．２１（平成29年度） 内訳：こども支援課 1人

社会福祉課 2人

◆ 位置
稲敷市は、茨城県の南部、首都東京より
60km圏に位置しています。
2005年3月22日に江戸崎町、新利根町
桜川村、東町が合併してできた、豊かな
自然環境と温暖な気候に恵まれた水と緑
にあふれた田園都市です。

◆ 面積
205.81km²

2 稲敷市の母子保健事業

子育て世代包括支援センター設置
（平成３０年７月開設）

◆ 妊娠期

●母子健康手帳交付時、面接及びアンケートの実施

●ケアプランの作成

●要支援妊婦へのＬＩＮＥ登録支援

●妊娠8か月電話

●医療機関との要支援妊婦会議 （隔月1回）

●妊娠出産包括支援実務者連絡会議

   妊娠おめでとうございます。

  稲敷市では、お母さんと赤ちゃんが、安心して、妊娠・出産を迎えていただけるように、サポートしたいと考えています。

  お手数ですが、下記のアンケートにご記入ください。

今回の妊娠を知った時の ① とてもうれしかった

気持ちはいかがでしたか？ ② 予想外で驚いたがうれしかった

一番近いものに ③ 予想外で驚きとまどった

○をつけてください。 ④ 困った（             ）

⑤ 特に何とも思わなかった（         ）

⑥ その他（             ）

あなたの現在の気持ちは ① よい

いかがですか？ ② よくない

あてはまるものすべてに ③ 何とも言えない状態

○をつけてください。 ④ 不安な気分

あなたの現在の体調はいかがですか ① よい

② ふつう

③ よくない（                ）

配偶者（パートナー）の現在の ① よい

体調はいかがですか？ ② ふつう

③ よくない（                ）

あなたはタバコは吸いますか ① いいえ

② 妊娠を機にやめた

③ はい（1日    本）

同居のご家族はタバコを吸いますか ① いいえ

② はい（1日    本）

あなたは飲酒はしますか ① いいえ

② 妊娠を機にやめた

③ はい（1日    合位）

配偶者（パートナー）があなたの ① とても喜んだ

妊娠を知った時の反応はいかが ② 予想外で驚いたが喜んだ

でしたか ③ 予想外で驚きとまどった

④ 困った（                  ）

⑤ まだ知らせていない

⑥ 知らせない（一人で産む）

⑦ その他

あなた自身は、あなたの母親や ① ある

そのほかの家族から愛情を受けて ② 少しある

育てられたという実感がありますか ③ あまりない

④ ない

⑤ その他（                  ）

困ったときに相談する人はいますか ① いる

  あてはまるものに○を付けてください。

  配偶者（パートナー）・家族・義母・友人・その他（  ）

② 誰もいない

🌷 妊婦さんへのアンケート 🌷

1

2

3

4

5

面談の様子

リスク □ 無

□ 20週以降届出 □ 望まない妊娠

□ 若年 □ 40歳以上初産 □ 不妊治療歴

□ 未入籍 □ シングル

□ 精神疾患（疾患名：             ）  かかりつけ医（ ）

治療  □ 有 □ 無

（                            ）

□ 精神疾患既往歴

□ 知的

□ 身体疾患

□ 産科の既往

□ 生育歴

□ ステップファミリー

□ パートナーの問題

□ サポート不足

□ 経済面

□ 妊婦の喫煙・飲酒

□ その他

支援予定 □ 無（通常支援）

□ 継続支援 □ 電話

□ 訪問

□ ファミサポ紹介

□ 産後ケア検討

□ 要支援会議で検討

□ 他課に報告  子ども家庭課 ・ 社会福祉課

□ 医療機関へ情報提供

支援会議

継続支援

【終結】 □ 出生

□ 流産

□ その他

【妊娠届面談票】
面談日（    年    月    日） 

面談者（               ）

妊婦 居住地 □ 住民登録と同じ

□ 異なる場合（                     ）

入籍 □ 有 □ 予定（   月頃）

□ 無

仕事 □ 有 勤務形態 （ 常勤 ・ パート ）

今後の予定（ 退職予定 ・ 産休取得予定 ・ 未定 ）

□ 無

喫煙 □ 無

□ 有

パートナー 携帯番号 （                    ）

（夫） 住民票 □ 妊婦と同じ

□ 異なる場合（                    ）

□ 妊婦と同居している

□ 同居していない

喫煙 □ 無

□ 有

家族状況 □ 核家族

□ 同居

上の子どもについて心配 □ 無 □ 有

医療機関 通院医療機関  済生会 ・ まつばら ・ セントラル ・ 椎名 ・茨城医療センター

土協 ・ 松岸（成田） ・ その他（              ）

出産医療機関 □ 通院と同じ

□ 異なる（                   ）

□ 未定

里帰り予定 □ 無

□ 有 稲敷市内 ・その他（             ）              

サポート 産後の支援 □ 有（ 実母 ・ 義母 ・ 夫 ・ その他（       ）

状況 □ 無

心配や □ 無

困って □ 有 

いること 体調のこと ・ 経済的なこと ・ 家族関係

＜メンタルリスク＞

・精神疾患（統合失調症・パーソナリティ—障害など）

・精神疾患既往（うつ病など）

・その他

◎中学高校時代の不登校やいじめ

◎成人になってからのうつ症状
◎閉じこもり など

受診歴がなくても精神的に
不安定な妊婦が多い
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妊娠出産包括支援実務者連絡会議

◆ 月１回開催 （平成２９年５月～）

●母子保健担当課と児童虐待担当課（こども支援課）との連携

●妊娠期から支援が必要な妊婦等の情報の共有

●こども支援課に配属されている精神保健福祉士、家庭相談員

と連携し家庭訪問の実施

令和元年度 連携件数 延１１６人（内妊婦延１７人）

◆ 出産後
●産婦健康診査助成（産後2週間・1か月）

・医療機関との連携

エジンバラ産後うつ質問票（EPDS)の結果、9点以上または

産後うつが疑われる方への早期支援

・エジンバラ産後うつ質問票（EPDS)の１０項目（自殺企図の有

無）の質問に点数が付いた産婦に対しては、精神保健福祉士と

連携し、同行訪問の実施

・必要に応じて産後ケア事業の紹介

●産後ケア事業

・委託医療機関で実施（日帰り型、宿泊型）

●乳児家庭全戸訪問

エジンバラ産後うつ質問票（EPDS)実施

9点以上の場合は、再訪問の実施

◆ 子育て期
●乳幼児健康診査

・こども支援課と連携

健診時間に、精神保健福祉士・家庭相談員が来所し

要支援産婦（要保護児童・要支援児童）の情報連携

●育児相談、離乳食相談

●発達相談

●予防接種

３ 精神保健福祉士との連携事例

ケース１ 成育歴にリスクがある妊産婦

Ａさん：２４歳 タイ国籍 未入籍 初産（２回目の妊娠）

◎母子健康手帳交付

・面接及びアンケートの実施 ➡ 成育歴からリスクが高いと考え、

要支援妊婦とする

＜家族構成＞実母（タイ人）養父（日本人）＜サポート＞実母

＜成 育 歴＞日本で産まれ育っている為、読み書きコミュニケーション

は問題なし

小中学校、いじめられていた

中学3年生、家の事情で養護施設入所（約6か月間）

＜既 往 歴＞なし ＜経済面＞不安なし

支援経過（妊娠期）

◎妊娠出産包括支援実務者連絡会議

・こども支援課（精神保健福祉士）と情報共有

◎医療機関連携

・要支援妊婦として情報提供、連携

◎同行訪問

・こども支援課（精神保健福祉士）と連携

母子健康手帳交付時のリスクが高いことから、精神保健福祉士

と同行訪問の実施

Ａさんからの訴えごとに、ＬＩＮＥ連絡・電話、こども支援課と
同行訪問（4回）を実施し、情報を共有

支援経過（妊娠期）

【出産、入院状況】

・38週6日 正常分娩で男児出産（3,088ｇ）

医療機関と連携。入院中は特に問題なく経過し退院となる

◎関係機関との連携

・生後9日目 母乳外来受診

児の体重減少で入院

Ａさんの理解力が乏しく、授乳手技が母親の自己流に移行していた

・産後2週間健診 ＥＰＤＳ 10点【10項目（自殺企図の有無）1点】

➡ 医療機関から連絡あり

こども支援課と連携、精神保健福祉士と同行訪問計画

・産後1か月健診 ＥＰＤＳ 4点【10項目（自殺企図の有無）０点】

➡ 医療機関と連携。授乳手技も獲得し児の体重増加も問題なし

支援経過（子育て期）
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◎児の発育確認、安否確認

・赤ちゃん訪問（生後28日）

➡ 体重増加良好、育児手技フォロー

・乳児健診（生後8か月）

➡ 体重増加不良、訪問フォロー

・離乳食指導

➡ 訪問で個別指導

・予防接種確認

・生後11か月

➡ Ａさんから自殺企図「死にたい」と泣きながら、

健康増進課に電話あり

支援経過（子育て期）

妊娠出産包括支援
実務者連絡会議

ケース２ 産褥期に自殺企図、育児時期に自傷行為を図った里帰り産婦

Ｂさん：３０歳 初産 里帰り出産（住所：茨城県T市）望まない妊娠

＜既 往＞肥大型心筋症（ペースメーカー挿入）パニック障害

＜家族状況＞実父母・児（里帰り先）、夫（アパート）

＜妊娠経過＞精神的に不安定だったが、内服でコントロール

＜分娩経過＞３６週前期破水で入院

帝王切開にて男児出産（2,213ｇ）

＜産褥経過＞産後7日目に母子退院（稲敷市へ）

退院後（産後12日目）、心不全のため入院

入院中、自殺企図（産後18日目）。

精神科受診後、稲敷市の実家に退院となる

◎T市との同行訪問・支援会議

・T市と連携し、情報の共有と支援方法を統一

・こども支援課と情報共有。支援会議に参加

◎妊娠出産包括支援実務者会議

・転入前からの情報共有

稲敷市に転入（生後1歳1か月）

◎同行訪問

・転入後、ハイリスクであるため精神保健福祉士と同行訪問の実施

支援経過（子育て期）

◎同行訪問

・両課で受けた相談を、密に情報共有し同行訪問の実施

（内容）●過剰服薬

●DV

●自傷行為（リストカット）

◎児の発育確認、安否確認

・訪問時に児の発達確認と安否確認

・乳幼児健診

・予防接種確認

支援経過（子育て期）

妊娠出産包括支援
実務者連絡会議

妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援のために、妊産婦の

メンタルヘルス支援は不可欠である。

今回、母子健康手帳交付の早期からリスクを把握し、関係機関

（精神保健福祉士・医療機関）と連携することで支援の充実に繋

がった。

今後も、関係機関等と早期に情報を共有し、連携体制の強化を図

ることで、切れ目ない支援のさらなる充実に繋げていきたい。

ま と め

ご清聴、ありがとうございました


